
幼児生活団は1939年1月、羽仁もと子とその長女説子を
中心に自由学園明日館敷地内で始められました。家庭との
協力による独自な幼児教育の場です。

写真：幼児生活団に最初に入団した子どもたちと羽仁もと子（1939年3月ひな祭りの日に）

１

幼児生活団 設立の経緯
羽仁もと子・吉一と説子、幼児教育の理念



1904年 羽仁説子1ୃのไ生日に

1903ফ 羽仁もと子・吉一୏൲
岥എয౓௵岦ق岥ੇ൦౓௵岦峼੝਻ك峼൉໷

੶঻、൲、௮岹ಟでも岬るもと子にと峍峐、自らの家庭岶ઉએする
岿ま峀まなਖ਻は生岷た教౫となり、හ๟はそのৰୡ峮৅ৄを
஫岲る場とな峍峐岮峍た。
もと子は初め峐の子ども嵣説子を育峐る中で、子ども自ମに岬た
岲られ峐岮る生岷る力、自力をਘ岹૎峂、どのよ岰にしたらその力を
ಇ峚峅るの岵、よりよ岹育峎にはどのよ岰にமしたらよ岮の岵と日ر
અ岲を੎峗峐岮岹。 そし峐૎峂た岽とを๟঱で৅ਦした。

൉໷ಀ岶໷ষ岿れたのは長女の説子岶ไ生したโ日

岥家庭౓௵岦 岥എয౓௵岦 にൕൗした
੶হを、৏に岥羽仁もと子෩੿ૐਸ਼10ඕ
家庭教育⑯（঱）、৊11ඕ（ৣ）岦
（1928年৅ষ）にまとめる 2



自由学園੿ਛの崹崵嵓
岥岣岴岿な岾の৅ৄ岤を峗岶峍峐岦より

৸6ූの崹崵嵓は、కのQR崛嵤崱岵ら岾༮岹峊岿岮。
（自由学園崯崠崧嵓崊嵤崓崌崾でਁ৫）
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―可ヶ谷慕坦次女涼子の慕前にて羽仁吉一.,,もと子」長女説子 10 m90.5年長女説子と次女涼子 0 『家庭の友」1咎 1号U .g i03年）表f-
i」2号[l906年）汲紙 0 『婦人之友」H 墨1号 (1908年）汲紙

と

0  .... ―・・ 
O l906年

.. 

わが子の「自力」に感動する 悲哀を信仰に
今生まれた赤ん坊がつよい飢えを感じて罰線の乳房に

吸い付く．、 「自分で生きる力」一もと が深く心動かさ

れたのは、子ども自身がもつ、生きることへの強さでした。

「おさなごを発見せよ」ともと子は訴えました。子ども
を大事にするといいながら、子どもの「強い自力」に気づ
いている大人は多くない、子ども自身の「真の生命の嬰求」
を無視し大人の都合や常識で育ててしまうと勺，『それはや

L かし、人の生は死と隣りあわせでもありました。羽
仁夫妻には説子、涼子、恵子（のちに自由学

がて子どものみずから生さる力を弱めてしまう 心

子は大人たちに、敬虔な信頼をもって「おさな：：」r
こらそう... 「発見しよう」と呼びかけたのでした。

と
を
も
―

）
 
"

f
 

二代目

ーえて一

と3 人の子どもがありましたが、次女涼子を 7
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か月で肺炎のため失くしています。あまりに突然つ玉つ
けられたわが の死に煩悶しつつ和 「私共はまた涼子の必

ず天国に行ったことを疑わない」`

かに慰めを得た、 と夫衰は

ーれまでに充分に信じ
ることの出来なかった天国の存在をも信じて｀悲哀のな

いています。

もと子の「おさな：：を発見せよ」は．人間の限界と、それを

く神の愛への信仰を下敷きにして語られたものでした。

回
＿
・



自由学園੿ਛの崹崵嵓
岥岣岴岿な岾の৅ৄ岤を峗岶峍峐岦より

৸6ූの崹崵嵓は、కのQR崛嵤崱岵ら岾༮岹峊岿岮。
（自由学園崯崠崧嵓崊嵤崓崌崾でਁ৫） 4
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●羽仁もと子編 「ネルの勇気」（愛友社．1907年）表紙

「説、あなたはどう思う」
もと子と

ー・ - 9  - . . . . . .  

0  
1. 1910年頃羽仁家配Iし中央に長女説子と三女恵子

ーの家庭生活や子育ての様子を、長女説ゴ

新しい家庭、新しい社会の延設という理想にもえていた

もと子と吉ーの家庭生活は、封建的な生活を脱し新しいた

舌を模索する，、「実験」の日々でした。そうした両親のもと

での幼年時代も説子は「しあわせだった」といっています。

忙しい共働きの家厖でしたが、母が時々すべてを放り

出して一緒に本を読んでくれたり、話を聞いてくれた時

間のことを、説子は楽しく振り返っています。

が幼い自分を一人の人格としてみとめ、「説、

また、母

あなたはど

う思う」と人まねでない 自分の考えや行動を重んじたこ

とは、 「独立の判断」こそ尊い、美しいのだと教えてくれ

た父母の教育だったと、説子は述べています。

- - |  

0 『子供之友』 3券 4号 (1916年）表紙

自由と独立の意気
幼い説子が「独立の判断」をしようとする姿は、母もと

ュを驚かせ、学ぱせるものでもありました。小学生になっ

た説子力＼髪型のことで母もと子の考えとは違う髪型を 「美

しいとおもう」といい、母の判断と述っても自分として良

いものを選んで行動したことがありました。

じて、 もと子は、 子どもの人格の独自性、性質の違いとい

うものをつくづく教えられたと

そのことを通

き残しています。

子どもの成長とは独自の人格の成長です。やがて思春期

にさしかかった説子は、「親から独立して、社会の動きを

じかにうけとめてみたい」と強く願うようになります。「独

立の判断の美 しさ」を敦えたもと子と吉一の家庭教育は、

説子を自由と独立の意気に富む人間へと滋いたのでした。

回＿．



லহ峼੅峎ಟと峁峐 子峓もと਱岷়岰
শ੓説子岶ୁ峵ಟ・羽仁もと子

岣幼岮எ峼育峐峐岹島峉ႃのಟ峙、ુ௮岷の崠嵋嵤崲嵒崡崰、峎峨峴঩মの
ਈੂのഎযৗୂ੶঻峑峁峉岵峳、எ峙70ফ৐の岥ჶ峍子岦と岮岰峹岻峑峃岞岤

 

あなたがどう考えるか、それは説の自由だよ

それを岮峍峐しま岰と、崙嵕嵒とし峐ৠし峐ப୯岮をしま峅峽でした。し岵し、
႞し岮ಟ岶எに岬峄岻た৵岿岮崚崧を子どもはৠし峐ພれま峅峽でした。
3日た峍峐岵ら஡子で੺岹のබจにষ岹੊す岶ら؜2

このあいだのことね……

幼岮な岶ら、岽岽までৌಉの௵峊ちඞ岮岿れると、岮岮岵岼峽に岮岰岽とはで岷な岮

そうだ、このあいだ母さんがたのんで
おいたことね、少しいいすぎたかと心配
していたよ、あなたの返事を聞きたい

きのうはこうとおもったけれど今日は反対のことを
考えている、ほんとうの返事はまだ決まっていない

岣঳ౝ৑に੸২岺ら岮峊峍たと岴も岮ます岶、ఽ、எ岶峗岽岻峐しま峹な岮岰ちに、ಟは
ష峍峐岷峐ਐহをଣಣ、எのວらに๣๻し峐、心を岽め峐মをഭ峽で岹れました。岤
岣ಟは႞し岮ථらしにも岹峄岴れ峄、岮峎もஎと岮岰幼児をひと峎のযતとし峐ඞ峍峐岹
れた岽と岶、எ自ମのな岵に岬る幼児を峩峄岵ら৅ৄし、それに௪௡をもち峎峏岻る
岷峍岵岻を峎岹峍峐岹れたの峊と岴も岮ます。岤

羽仁説子岣子どもとのলভ岮岤岥羽仁説子のম⋛�幼年教育岦（ൃଅધ৲）より

幼岮ものを঳଻のযતとし峐ඞ岰岽とは、ઠで岮岰よ岰にた峮す岹は岬りま峅峽。
子どもに峪岵峍峐、岵峩岹峊岮た৶༽を岮岰੔生峮岴ಟ岿峽岶岬る岻れど、子どもとの
য৑ঢ়બ岶ৌಉで岬るযは૘な岮。எのಟはৠし峐ച力を峟る峹な岵峍た岵峹りに
෋ᢤに岹岮岿岶ると、岮峎も最৏には

5



羽仁もと子・吉一峙教育峼峙峂峫、
峲峴峲岮঺ভ峼৯੐峁峐活৿の்
峼ఁ岼峐岮峍峉

羽仁説子峙
1924ফঽ૓৾ୱ峼෮঵、
എয౓௵঺峢ো঺
峮岶峐੥ฬしಟ஡とな峍た説子も
また幼児の௏೨峮教育にঢ়心を
੅ち、もと子の੍੅を੭峐
岥എয౓௵岦๟঱で৅ਦする

1914年 岥子୹౓௵岦൉໷
1921年 自由学園を൉য়（女子৖）
1927年 自由学園৵学ૅ（初ಉ৖）൉ਝ
1930年 ৸ব௵のভਛয়
1931年 岣家庭生活়৶৲ன༮ভ岤৫ಈ
            （幼児の生活にঢ়৴する内ઍも）
1932年 羽仁もと子 崳嵤崡での਼ੀ

 ৗ教育ভ৮に峐日ম৻਀で൥౰
1935年 自由学園੬子৖൉ਝ

自由学園明日館（൉য়ਊ初のૅༀ）

পভ1日৯（自由学園൥ൡに峐）

羽仁もと子・説子
幼児教育峢のঢ়ੱ岶ৈ峨峵

ڲ

幼岮子峓も峼୰峑ಝ岹峃経ୡも経峐
 幼児のよりよ岮教育岶૑ਏとઅ岲峐岮たもと子は、໚幼児の生活、幼児
の教育にঢ়心を੅ち活৿する説子をੳめ峐ૢରした。もと子は੸女ᗕ子
を、説子も長女য়子を1ྜ7岵月で୰でଷ峍峐岮る。羽仁説子は໚幼児
ଈಝ૨のৈ岮ਊৎのਠ૾峢のਖ਻ਔ௙も੅峍峐岮た。

羽仁঳家（1930年）
羽仁もと子嵣୺঳୏൲とਕ女౩子（中ఙ）

岥എয౓௵岦の੶঻とし峐活ඩし峐岮た長女羽仁説子（ంഈ）と、୏૜୙嵣子どもたち



1937ফ
໚幼児の生活ৰଙ৹ਪとଢ଼஢峼৫઩

羽仁説子を中心に、
自由学園෮঵生による幼児ଢ଼஢崘嵓嵤崿৅ଌ

৹ਪଢ଼஢には、自由学園෮঵生のಟ子、岴よ峝ٷ
৸বの௵のভভ৩6,000੡౟り、౎੗ਯのಟ஡岶協力

ਲਗの崲嵤崡嵒嵤崡崗嵤嵓のଳ௄੥ટも૞અにٷ
உਞよ岹৹峣た৹ਪ੥ટを੅૞し、௧୅家のઅ岲をୂ岹ٷ
羽仁もと子のઓ୳は、ன༮ভの঱੶のଢ଼஢嵣઀੧をٷ
ฮ岹ଅ઎

岧ଢ଼஢ী৙岨
幼児の৳育ٹ

౭ു嵣௏೨嵣๲സ嵣ᓐ఻

幼児のಖઋ生活ٹ
 羽仁もと子のઓ୳をຊに

岣ମ৬（岵ら峊）はൠ岮岻れども、ಖઋ（岽岽峷）のਘ岮য
は岬る。し岵し࿱ਙ（たまし岮）のਘ岮যは૘な岮もので
岬る。எたちの子୹らを岽のਕ峎の力のਘ岮যにした岮岤

岣たまし岮の教育岤 （1932年2月） 岥羽仁もと子෩੿ૐ ਸ਼18ඕ  教育ਕે年岦より 7 



1

ன༮ভভ場の岣子୹ฉ峝場岤
（自由学園ৱમ஼ਚ୉）岥എয౓௵ಏৎੜ໷ಀ 幼児の生活と教育岦

（1938年8月）より

എয౓௵૦঵35年੶୛হ঵ ਌ಈ：എয౓௵঺嵣৸ব௵のভ

৸ব33岵ਚ峼峨峹峴、భ峣29ਐয岶ਟৃ
岧ன༮ভの嵊崫崰嵤岨

岥എয౓௵ಏৎੜ໷ಀ
幼児の生活と教育岦（1938年8月）
ഫ਀౛

岥എয౓௵岦1938ফ7াಀ峑のງஂ
岣岽のன༮ভのਸ਼঳の્౦は、৯ৗし岮ٷ
ੴ௙のၨഔ峮ᄽ੧ではな岹、女ਙのুに
よ峍峐幼児たちをৰ੠に௴௄し৹ਪしその
生活をౙ心ତ৶し、ど岽にਂජೲ岶岬る岵、
ど岽岵らਂ়৶岶ਟる岵をは峍岷りኇ岲ંし
たਡで岬ります。岤

岣そ岽岵ら日মのఎする幼児のす岺れた৅୸ٷ
のために、৵੉でな岮 でな岮岴説教でな岮
ਚの、最も自ேなཛྷ岮独൉৓な幼児教育
のৗし岮্১岶生れ峐ਟたので岾峀岮ます。岤

1938ফ 6া7عা
岣幼児生活ன༮ভ岤峼৥঩ை峕峐৫ಈ

8



1

岥എয౓௵ಏৎੜ໷ಀ 幼児の生活と教育岦
（1938年8月）より

羽仁もと子は、岣岴岿な岾を৅ৄ峅よ岤のધฆをৢし峐、子ども自ମ岶
その生୵の中に౸岵峍峐岮る力をਦ峂、৯の৐の子どもをま峄よ岹ৄ峐
ੴる岽と、そし峐੅峍峐生まれた力をோীに৅มで岷るよ岰にপযは
ੵ୏し峐岮岹岽とを઀੧。
ன༮ভでは৹ਪଢ଼஢に੦峏岮た఻৬৓なੵ୏を৅਀した。

幼児生活ன༮ভの৔ઍ岵峳

幼児の৳育
幼児の஛৚୫
໚児৬ඝ
஼内のఌਞ
୰ਞにঢ়する岽と
ුାのੵ୏
ᓐ఻のଖ岲্ ಉ

幼児のಖઋ生活ق生活のફ・໤・ఽك
自੘のੵ୏は஧峽༥のৎ岵ら
子୹自ମに生活を੾ま峅る
঳家੕৿৩
உਞのよ岮঳যฉ峝
฼๧௵୸とのዖ峮岵ฉ峝
協力லহ
ఽ๻る৐の生活
子୹の岰た

9



1

岥എয౓௵ಏৎੜ໷ಀ 幼児の生活と教育岦（1938年8月）

ன༮ভのଢ଼஢੥ટをৰᄷする場、生活の中で子ども
のযતと自਌ਙを๑੎し、家庭と協力しな岶らすすめ
る幼児教育のৗし岮場とし峐岣幼児生活団岤のਝয়岶
઀੧岿れた。

羽仁もと子による岣岴岿な岾を৅ৄ峅よ岤のધฆとともに、
ன༮ভの内ઍはた峊ちにಏৎੜ໷ಀにまとめられ峐
৊年8月にলග、৸ব૚地のഭ঻にも幼児生活団の
ਝয়岶ళ峝岵岻られた。

10

幼児生活展ལ会Ͳ
ʰ幼児生活団ʱの設立が఑Ҍ͠ΗΖ
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『羽仁もと子著作集第 1 8巻教育三十年』より
初掲出『婦人之友臨時増刊号幼児の生活と教育』

(1938年8月）

婦人之友社が原文を元に編集し、『別冊婦人之友親も子も「ホッ」とできる
居場所、あります』 2,0 2 3年6月発行に掲載した文をご紹介しました。



৯ઃ 岥എয౓௵ಏৎੜ໷ಀ 幼児の生活と教育岦1938قফ8াك
岣幼児生活ன༮ভ岤の৅਀内ઍ ০峕ਬ岷ಲ岶島峵岿峨峀峨峔ଢ଼஢

子どもの生活に峎岮峐は、その৏も঺ভ૾யの૗৲にૢ峂峐、ৰଙ৹ਪを౷ま岲たଢ଼஢嵣઀੧岶ষ峹れ峐岷た。
 ਠ૔も৸ব૚地の௵のভでਢ岻られ峐岴り、岥എয౓௵岦とુに৅ਦし峐岮る。
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金
滅
ーのパ
イ

つの＇ 咳 flじて
てt ' .み栢と分えゐ
頂さしにか
きており
主切S たお

呼

ご
＂
L

＇阪
ごこぷ
が

め

ニ
で
ど
う
。

噸
q た

選
何
故
川
求

〒＂

ば

ム
シ
幽
は ’‘ 

-or 
ガ
キ

し
た
＼

そ
4に
．，
か
う
し
て
軒
く
か
ら

け

た
t
つ
て
団
t
n
f
づ
け
る
の
が

＿
いぼ£

方苫親ー、・・“の
で u，J井,:,  

崎

し
た
リ
す
『
C

で
カ

二
ど
も
ヒ
し
し
た
う

く
、
子
供
自
身
が
賞

ど
｛
ピ
つ
か
う

烈
11行
し
た
く
て
ば

ビ
げ

ぶ
a
n

な
ら
な
い
も
名
と
し
て
自
ク
の
生
活
に

結
び
一
け
る
や
う

た
の
し
ん
て
L
ま
せ
う

嬰
々
々
と
で
仏
を
追

ひ
匹
し
た
り
況
零
一

ゾ
・

ー・ヨ｛
六ハつ
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• 

リ
ー
ダ
ー
こ
な
る
6

ヵ
リ
で
な
く

-hi
 

ん
も
姉
さ
ん
も
代
る
ん
＼

ヒ
――

「
も
う
は
で
と
（

砥
）
と
生
の
リ
ー
ダ
が
＞
へ
ば
淳
す
U

ぐ
に
叫
び
の
如
如
祖
を
嘩
め
る
。

品
翌
ょ
讐
れ
毎
す
る

時
の
リ
ー
ダ
ー

一た
時

ん本
を
み
た
り
l
ま
す
。

?
5
L

名

i一の仕
北
と
し
た
り
、
落
ち
＼ーて

幻
翌
寄
叫
屯
u
u
 

幼
兒

て
よ
く
な
い
こ
と
ー
t
り
ま
す
。

． 

L

．
し
も
f

一西
の
K
い
自
治
の
た
め
に
却
つ

｀
 

夢

頑
，9
＇ 

戸
ノ

ん何
で
も
す
る
こ
と

晶
が

人’
で

ヵ
こ
と
で
す
。

tし・g

—_-1,H
 

た
朝
予

ナ
る

象
た

nぅ
に
い

に
も
―
一
方
兄
さ

g
 

ん
姉
さ
ん
が
＂小

さ
ふ
盆
ぞ
紺
如

す
る
批
＿
g
を
す
る

｀
み

と
い
ふ
訟
味
に
お

て
も
『
応
如

そ
れ

a鵞
し

C
と
し

私
た
t新

し
し
i
・
珈
を
お
母
さ
ん
と
一
緒
し
そ
ろ
へ
る
。

だ
ん
く
な
ら
し
て
一
人
で
出
t
る
や
う
に
な
る
。

お
風
呂
か

｛
上
つ
て

汚
れ
物
は

洗
濯
籠
ヘ

入
れ
る
。

彎

一 ．
 

り
が
あ
る
。

り
に
も
輩
ょ

は
じ
と
は

い
始
め
と
絡

ふ
ろ
―

ぉ
i
[
しー・ぃ

夕
方
の

お
風
呂

甜
る
や
―
』

カ
ら
な
い
。

． 

ど
ぞ

B

た
い

子
供
で
も
大
人
ー
4

ヽ
可

お
風
呂
へ

』
I

ー
一る

↑
し
し
や

る
成
叩

ぅ
呂
ぅ

伺
愉
を

つて

ぃ
＄
，
ん

そ
ヽ
ん忙
L
さ
を
{
i

夜
の
よ
い
生
活
は
夕
方
か
ら
始
ま
る
。

ざ
つ
一
ふ
が
た

雑
な
夕
方
｀
 
,' 
L
市
ー
ガ

l

ーん
が
カ
ピ
カ
｛
、
と
＞

f
t
"
r
h
た
（
し

光
最
と
私
た

ふ
い
こ
ど
鴫

夕
方
子
供
が
p
い

7

』←,‘
―

そ
れ
ガ
明
日
へ
の
よ
ヽく

し
た
5
0

贔
ま
り
｀
記
炉
あ
る
炉
か
な
業
し

a
n
 

氣
忙
し
『9一視
が

U
L
ん

9
U

祗
雅
の
中
k
送
る
こ
と
が
な

和
・
“
辺
四

-:V
 

な
＾
士
、

ヵ

． 

• ＊
 

盛
ん
カ

ょ
ア

5
h

を
a

、女の

．―-
冬
る
。

i

,'4 う
と
う
る
ん

a動

が

Cー

ー
に
い

が
め
る
rー印
校
力
ら
踪
ー
ーた
兄

sん

や
う
て
、
1
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わ
た
し私

供
〇
胸
に
湧
い
て
み
る
。

布
望
の
朝
に

S
1．に
、
さ
ま
ん
＼
の
4
が
千

忠
―れ
て

rた
ら
な
、O

→芯
|
ま
づ
そ
の
中
に
芽
乏
川

こ
と
を
、

は

ごる
。
自
名
2
特
佑
が
祠
き
出
し
て
来
る
。
ょ
．ふぷ

と
、

"c↓
 

＂
の
生
活
L
‘
nか`

ーそ
休
み
な
さ
し
あ
り
ガ
た
う

ね
ん
ね
を

た
し
ま
す

お
日
様
ね
ん
ね
し
た

”
ん元一`
f

曝
し
ろ

だ
っ
た
而
ー
ゴ
カ
っ
た

ふ日
は
4-

を
以
て

り
が
た
う

お
や
す
み

あ
り
が
た
う

~  

●’ 

q
ナ

お
み
な
さ

む
か
A
J

g
i
 

き
れ
い
カ
タ

w
.i 
今
口
は
あ
し
が
た
う

夕

．

疇

（
 

g
こ
L

に
何
が

つ
だ

るだ，
r

つ

｀ ： 

．
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生
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会
で
の
提
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の
中
か
ら

␫
౽
年
৑
भ
ऌ
ु
भ
฻
ध
ऌ
␬
े
ॉ

␫
௥
੸
年
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ॉ
௥
ਕ
年
ऽ
द
␬

␫
௥
ਕ
年
े
ॉ
௥
஛
年
ऽ
द
␬

␭
എ
য
౓
௵
ಏ
ৎ
ੜ
໷
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幼
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生
活
ध
教
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␮

␟
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ృ
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ழ
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␓
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സ
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ण
ः
थ
ଢ଼
஢
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੶
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ਯ
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஄
॑
ල
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؞
౦
॑
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ख
ऎ
१
⑁
ঃ
জ
ध

幼
児
生
活
展
覧
会
で
の
提
案
の
中
か
ら

␫
౽
年
৑
भ
ऌ
ु
भ
฻
ध
ऌ
␬
े
ॉ

␫
௥
੸
年
े
ॉ
௥
ਕ
年
ऽ
द
␬

␫
௥
ਕ
年
े
ॉ
௥
஛
年
ऽ
द
␬

␭
എ
য
౓
௵
ಏ
ৎ
ੜ
໷
ಀ

幼
児
भ
生
活
ध
教
育
␮

␟
঳
ృ
ਕ
ழ
年
ழ
月
␠
े
ॉ

ු
ା
भ
઀
๼
ध
ુ
प
␓
子
न
ु
भ
๲
സ
प
ण
ः
थ
ଢ଼
஢
ख
␓

ం
੶
भ
े
अ
ऩ
અ
इ
भ
ৣ
द
઀
੧
औ
ो
थ
ः
ॊ
␔

؞
੅
ठ
੟
भ
ਯ
॑
૘
ऩ
ऎ

؞
஄
॑
ල
ಞ
प

؞
౦
॑
஖
ख
ऎ
१
⑁
ঃ
জ
ध
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傘
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1
,し

遊
び
用
帽

男
兒
は
レ
ギ
ン
ス
を
穿
い
で

手
組
ソ
ッ
↑

37
過
す
た
め
靴
下
は
ソ
ッ
クス

とJIIひます

とし
麗
下

一しま
ぅ枚

各

レ
ギ
ン
ス
（
ジ
ャ
ー
レ
l
)

＇ 

用
布

紬
置 穿

き
よ
い
．
ス
ポ
ン
の
作
り
方

書`

a
.＿．

感
の
ズ
ぶ
ン
は
幼
い
子
に
は
炉
き
に
く
ぃ
｀
のと
ぃ

な
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
仕
比
ぶ
至
し
た
ズ
ポ
9
は
今
烹
で

の
塁
品
吐
し
l
l
t
は
ギ
ャ
ダ
だ
け
、
組
で
ボ
ク
ン
ど

め
に
し
た
の
で
叫
ぷ
キ
叫
に
も
知
彫
炉
き
よ
い
も
2
で

す．

男
兒
は
連
曲
が
は
げ
し
い
の
で
特
に
丈
夫
な
域

賓
を
す
還
ぴ
主
す
。
夏
は
ぷ
プ
リ
ン
、
イ
ン
デ

イ
ン
デ
イ
ア
ン
ヘ
ッ
ド
な
ど
冬
は
9
レ
ャ
。

大
巾
七
十
判
、
ラ
シ
ャ
巾
四
十
桐
へ
五
立
栢
準
）

゜
迎いすで

紅
は
一
人
¥
”
た
り

冷
ビ
と
紐
＊
紺
tb
｀
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ま
つ
り
ま
す
。
の

．
＾
ン
ツ
ふ
名
喪

雌
せ
て
配
釦
め
｀
ズ

“ン
の
吋
に
ベ
ル
ト

正
あ
て
4
ぐ
る
り
と
麟

l

J
 。

ひ
玄
す
。
0
.
（
ル
ト
0

叩
配
二
a
¢
守
り
、
叫
，

“:  ~• I’; 、、、/ ~‘|¥ ~  ¥ )  m  1 ）約 I I¥ ふ ＼ ： 
L  
k  

；
す
。

製
ざ
“
，
合
が
玄
す
。
？
ン
の
叫
咄
に

g
与
つ
で
、
ベ
ル
ト
。
俎
与
つ
づ
A
．
匹
°
螂
町

ぷ
如
与
っ
芍
で
六
つ
己
寄
広

0
俎
か
ゞ
り

と
し
て
町
記
ヰ
り
置
す
．

g
K
の
ヤ
う
に
面
で
つ
る
姻

碍
11、
お
子
さ
ん
名
竪
笠
如
ぶ
＂
さ
す
．

( 2 )  

Il g  ''I.. 

゜

ワ
ン
ピ
ー
ズ
原
型
の
作
り
方

塁
品
る
た
め
に
醤
贔

11叫、困
、
g
‘
困

荘
免
硲
笞

―l一ケ印です。

t
 

弘
口
、
デ
摂
叫
守
如
リ
主
す
が
、
ざ
の
や
う
に
函

ぐ
る
み
出
っ
た
贔
叫
伽
―
―
細
の
ゆ
る
み
の
茫

っ
た
も
の
）
き
函
成
し
た
も
菜
か
枝
蒻
：
す
．
肛

,
“
印
押
ふ
籠
か
ら
町
伽
知
炉
冠

です．凹
胃
2`
う
に
投
袷
か
ら
殷
の
媒
烹
で
が
厭
丈
に
な

り
2
す。
(511畔
と
配
『の
i
l
l
)

r
r
t
か
ら
平
叩
ま
で
の
荘
叫
が
出
虹
で
す
。

原
型
の
作
リ
方

品
忠
心
し
ます
．
困
ぐ
i
l
甲
ら
を
照
磁
品
ハ
3

t
ナ
゜
岬
叫
‘
企
叫
は
一一
一
叩
炉
に
し
て
、そ
れ
ぐ
a
面

を
引
き
ま
す
．
J
o
l
衿
あ
き
顎
く
り
は
一
割
七
分
に
し
て
正

磁
。
デ
如
き
町
の
ヤ
う
に
臣
記
き
ま
す
．
悶

ぁ
！
は
一印
炉
に
し
て
瓜
―1一
炉
の
（
り
と
つ
け
t
す。

．こに：`
3

こ
うヽ
た
a↑
こ

K・

貫
下
り
は
1
五
炭
、
後
＂
下
り
は

一1一
十
度
に
し
て
針

ぞ
叩
：
き
ま
す
。
鉛
m祁
1
1
-
-
5
架
炉
‘
戚
m
畑
叩
は
二
呻

六
ぎ
吋
只
つ
け
、
虻
の
（
り
t
序
如
き
ま
す
。

の
9
ヽ
り
が
町
如
ま
す
。

口 ヽ

＇町キ
'
’,'

,' 
＊
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t  ， 
寸
法
＂
計
り
方gぃ

＇`．＇ 
ー

満
三

恥
飼
渇/]濯

ー
に
な
り
ま
す
。
ジ
ャ
ソ
バ
ー
は
ス
ウ
エ
ク
ー
や
プ＂．ウ

スを
位
へ
荏
努
気
ら

れ
ま
す
し
、
叫
が
な
い
の
で

烹
暫
た
け
で
斑

v知
ら
れ
て
痣
へ
ん
如
和
な
よ
い
も

の
文
'
.
塁
・
ア
ルー
マ
ス
佑
っ
て
図
幽
す
は
ぎ

"c 

ま
す
。
（
ワ
ン
ビ
ー
ス
も
同
じ
）

一繁
玲
ヽ
僻
加
と
し
て
f
w
っ
た
ピ
ソ
9
の
ヂ
ヤ
ー

ジ
→
ワ
ソ
ピ
ー
ス
を
坦
瑕
1
1
守
殴
即
と
し
て
か
ま
し
た

が
、
翌
翌
四
く
な
っ
ふ
定
の
で
困
を
ぽ
つ
て
和
国
に

し
て
定
ま
す
。
迂
も
＝
＝
蝦
尉
奴
し
は
g
（
な
り
ま
す
が
｀

斑
ま
で
は
ど
う
に
か
知
ら
れ
る
で
せ
う
。
坦
繁
晒
但
つ

た
ヂ
ヤ
ー
ジ
ー
の
ど
ン
ク
と
ク
・
ょ
密
．
＾
ン
ツ
I
i
m

配
茎
が
・
フ
ル
ー
V
ス
に
し
て
皿
ひ
ま
す
。

こ
の
虹
に
な
る
と
お
8
a
J
い
ろ
／
ヽ
な
お
手
甲
ひ
を
辟

め
る
の
で
一
正
穿
手
知
ひ
凹
・フロソ
を
眼
恋
し
ま
し
た

譴
比
っ
た
国
も
店
で
虹
恋
釦
へ
伊
か
れ
る
や
う

に
町
只
を
翌
叫
ひ
叩
へ
ま
す
．

L

惣
墨

ci
ワ
ン
ピ
ー
ス
と
プ
ル
ー
マ
ス
匹
11ジ
ャ
ン
パー

男
の
子
は
ス
ウ
ェ
タ
ー
に
．
ハ
ン
ツ

3

ハーフ
ブ
n
1
ト

は
聾
ざ
亨
じ
。

R

又
下
駄
を
一足
J
t
i
・
小
さ
い
店
ぬ

げ
た
リ
つ
主
づ
い
た
り
し
て
危
廠
で
す
が
｀
こ
の
田
に

な
れ
ば
大
丈
夫
で
す
、
足
が
む
れ
な
く
て
磁
し
（
ぶ
持

よ
い
の
で
す
。

浩
せ
方

5- 3.  2
 
1. 

R
R
贔
5
澤誌

り
ま
す
。
霊
齊
は
一
繁
虫
と
同
じ
ゃ
う
に
位
固
の
ス

ウエ
ク
ー
と
バ
ソ
ツ
を
ほ
ぎ
ま
す
。
追
況
俎
皿
朋
と
し
て

ゐ
た
ビ
ン
ク
の
醤
ス
ウ
エ
ク
ー
を
忠
即
珀
t
て
手
ま

す
。
バ
ン
ツ
I
i
喪
ち
ゃ
ん
の
因
か
ら
ず
っ
と
虹
叩
眼
と
し

て
は
い
て
ゐ
た
の
で
硼
ま
で
即
る
こ
と
に
し
、
斑
に
は
．
シ

k
 

た
白
の
ス
ウ
エ
タ
ー
と
バ
ン
ツ
は
、
ス
ウ
エ
ク
ー
は
と
い

て
如
替
窓

‘
巴
面
し
手
。
バ
ン
ツ
は
終
が
か
た

く
な
つ
て
広
印
に
な
る
の
で
、
祁
ヂ
ヤ
ー
ジ
ー
で
飢
叩
し

手
。
こ
の
匹
に
な
る
と
虹
困
即
へ
も
｛
く
や
う
に
な
る

の
で
｀
柄
か
ら
＾
ン
カ
チ
ー
フ
を一――如
胆
む
し
ま
し
た
。

年
よ
り
満
四
年
ま
て

e,  

着
せ
方

磁
荘
齊

醤
ス
ウ
ェ
ク
ー
、

ル
ーマ
ス
（
坦
益
＞

a
ど
エ
ラ
ー
ハ
ー
ア
コ
ー
ト
（
惑
い
時
）

殊
に
寒
い
的
に
は
モ
糸
チ
●
ツ
キ
を
ガ
る
か
、
天
袖
〇

ス
ウ
＝
ク
ー
鰤
冬
の
も
の
を
沼
ま
す
。

バ
ソ
ッ
匁
は
ワ
ソ
ビ
ー
ス
と
プ

R
心
濯1ス

遊
び
沼
（こ
の
ザ
は
下
法
は
パ
ン
ツ
だ
け
は
き
ま
す
）

d

俎
雌
の
祖
だ
け
ソ
ッ
ク
ス
を
は
く
。

去
年の
ピ
ン
ク
の
外
U
j
啓
芥
段
沼
に
す
る

R

ヽ

9した印
の
レ
ギ
ソ
ス
と
緊

＞
ギ
レ
ス
は
今
紺
1
1
監
が
ぬ
け
た
り
、
即
く
な
っ
た
り
し

＇ぷ

て
ゐ
る
の
で
や
め
ま
す
。
白
の
オー
・
ハ
ー
ス
ウ
エ
ク
ー
は

――
我
土
か
て
罪
れ
て
ゐ
る
の
で
と
い
て
虻
鯰
に
町
め
、
V

磁
品

嘉
手
皿
チ
ョ
ッ
キ

1

ス
ウ
ェ
ク
ー
。
レ
ギ
ン
ス
。
手
庄
カ
ッ
ク
ス

女兄は外tijの時
、
9
ン
ピ
ー
ス
に
北
訛
下
を
は
く
。

ス
そ
ッ
ク
・
i
i
ぶ
噴
I
t
叩
ひ
齊

こ
の
年
に
な
っ
た
ら
レギ
ソ
ス
11や
め
ま

R

芋
。
直
魯
益
の
プ
ラ

ウ
ス
を
二
如
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ウ
エ
ク
ー
の
耳
如

ま
す
。
（
心
丸
甲
痴
釦
5
-
)

一如h
は
斑
即
如
は
お
匁
さ
ん

の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
5
い
の
で
釈
り
ま
す
。

磁
心

累
ぼ
皿
チ
ョ
ッ
キ

盆
プ
ラ
ウ
ス

4
ヂ
ヤ
ン
パ
ー
。
ス
ウ
ェ
ク
ー
・
刃
1
1
ス
ワ
ン
ピ
ー
ス

（ワ
ン
ピ
ー
ス
の
Jeに
K
ウ
ェク
ー
を
沿
て
｀
よ
い
）

刃
の
子
は
ズ
ボ
ン
に
ス
ウ
ェ
ク
ー
、
又
は
冬
嵐
。

磁
は
叩
品
‘
8
の
峠
で
は
ス
モ
ッ
ク
を
虻
る
。

凹
に
し
主
す
。
如
叫
は
曲
ー
八
諏
，
5”
と
し
て
紅
寄

自
と
9
1
0
さ
烹
す
．
慧
A
か
ら
梃
磁
の
B
さ
で
の

ィ
”
t
g

,
I

』

店
を
、
A
か
ら
脇
の
0
ま
で
に
叩
‘
閥
の
や
う
に
褐

&
t
・
、

2
t
月
丸
缶
和

く
と
r
耐

虹
は
二
記
醤
リ

が
て
叫
品
デ
如
き
ま
す
。
こ

さ
ぷ
品
ぎ
町
が
ま
し
た
。
ゅ
炉
1
1
爵
四
暉

臀
秤
冠
＂
埓
祖
唸
熙
―
屈
を
わ
に
し
て
）
を
I
H
i

ぞ
伽
い
て
磁
叩

49がm
g
l
l

t9叩＂

m
店
を
＝詞
‘
耳
＆
四
沼
成
し
ふ
の
や
う
に
庄
叫

を
炉
‘
伯
か
ら
一
llCク

‘atつ
け
て
印
叩
5、

デ
品
き
ま
す
．
臀
11叩
娼
の
と
こ
令
以
・ー炉
、や

ン

づ
り
広
り
ま
す
。

溢
紺
ふ
I
J
ぬ
き
、
賣
の
ヤ
う
こ
叫
を
一ふ
担
記

リ
た
よ
虹
街
の
広
加
を
つ
け
玄
す
。
因
叫
は
八
珀
純
屈

し、叫、lltは
1

函
成
の
A
か
ら
五
ざ
醤
晶
い
て
か

り
お
と
し
ま
す
。
向
叫
懇
町
祀
且
＂
祠
祝
の
器

は
や
叩
品
つ
て
ぽ
柑
り
。
1
1
ふ
く
ら
ん
だ
滋
に

す
る
椒
＾
い
は
紬
1
1
1
に
六
つ
位
の
切
り
込
み
を
パ
れ
、
位
の

｀
 
．． のひ
〇
べ
つ
が

ゃ
う
に
間
を
＂
み
に
開
き
、
別
の
糾
に
ル
レ
ッ
ト
で
そ
の

』
l

t
与
t
p
●

い

形
を
“
し
と
リ
主
す
。
子
供
の
夏
の
Illには
-"
愛
ら
し
い

盟
で
す
。

騎
1
1
製
品
を
二
十
記
砧
設
一
ね
て
町
の
や
う
に
m

の
形
g
t
ま
す
。
荀
は
一
元
＇記
叫
戒
し
て
、
憫
は

訃
あ
き
と
g
gr叫
に
し
ま
す
．
ば
母
の
や
う
に
が
虹

と
が
塁
岱
如
れ
ば
、
が
叫
に
よ
つ
て
い
る
（

,
'
t
 

に
開
し
て
様
々
な
形
が
町
か
ま
せう。

プ
ラ
ウ
ス
の
原
型

プ
9
0
ス
は
ぞ
討
計

E
-
mへ
、
憫
比
血

配
と
も
鮫
―
m
盟
か
せ
1
す。

布
の
亨
o
方
11町如
る
だ
け
成
紅
と
註
ぶ
’
に
駆
益

せ
｀
秤
虻
ぎ
な
く
如
ち
ま
す
。
悶
は
町
祀
p
，
謡

で
す
か
ら
鰤
や
m
こ
て
叩
ち
玄
す
。
印
似
は
、
四
後

＄
和
製
叫
記
届
‘
a
-
m
届
‘
叫
七

、

八
紀
ふ
ぐ
り
一
か
ぶ
[
gL-
か
"
臀
―
m
届
で
ナ
。

ワ
ン
ピ
ー
ス
縫
ひ
方
は
町
と
町
ら
ん
に
な
っ
て
面

じ
よ
し
あ

序
よ
く
仕
上
げ
2
せ
う
。

の
服
装

着
せ
方

C- I. 

4. え 1. 

消
せ
方

満一
一
年
よ
り
満
三
年
ま
て
の
服
装

”十七布 9l
中漏璽 8 9 n ヘヽ’

布
・
の
衰
七
方

ぢ
＇
は
布
吃
t
鼻
直
にIt1 

ギ
ソ
ス
に
貶
み
叩
し
、
革
の
ス
ウ
ェ
ク
ー
も
ピ
ソ
ク
に
応

ヮ
ソ
ピ
ー
ス
につ
い
て
ゐ
た
ヂ
ヤ
ー
ジ
の
レ
ギ
ゾ
ス
と
一

紐
に
め
て
、
知
ま
す
。
奴
早
品
眠
如
は
ワ
ソ
ビ
ー
ス

な
の
で
四
応
庄
を
は
き
ま
す
。
船
耳
I
i
距
り
ガ
ー
ク
ー
を

品
に
つ
け
て
喪
）
ま
す
。
成
の
言
加
皿
齊
も
＞
ギ
ン

t
 

ス
な
の
で
9
ッ
ク
ス
を
用
ひ
ま
す
。

醤
町
干
は
お
叫
さ
ん
の
ぎ
磁
ふ

り
ま
せ
う
。

収
さ
い
の
王
＇
俎
品
如
ま
す
。




